
余裕期間制度（フレックス方式）対象工事における事務手続フロー 

（事例）入札日が 5 月 16 日、工期日数が 120 日で、計画の余裕期間が 90 日、実

施の余裕期間が 70 日の場合である。

計　画 実　施

　　※落札決定後７日以内提出

※工事始期後

　工程表提出

　退職金制度届出書提出

　施工計画書提出

　前払金保証

　前払金請求

　配置技術者届
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工事の始終期通知書を工事担当課通知

（契約締結前まで）(手続３)(手続４)


